
学校番号 ３０２

平成 31 年度 公民科

教科 公民 科目 政治・経済 単位数 ２単位 年次 ３年次

使用教科書 高校政治・経済 新訂版 （実教出版）

副教材等 最新 政治・経済資料集 新版（第一学習社）

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等）

・世界で起こっている様々の問題を科学的に考察する視点を養成する。

・歴史的な視点、政治経済的視点、国際関係からの視点を関連させ、縦横に幅広い視点から諸問題

を考察する力を養う。

・政治・経済の基本的な知識、情報をただ知っているだけでなく、諸問題を考察するための手段と

して活用出来るようにする。

２ 学習の到達目標

・経済行為の基本的なミクロ、マクロ経済理論を理解し、理論と現実とのギャップや今後の経済社

会のあり方にについて総合的に考えることが出来るよう基礎学力を養う

・広い視野に立って、民主主義の本質について理解を深め、現代の政治、経済、国際関係などにつ

いて客観的、科学的に理解する能力を養う。

・現代の諸課題について主体的に考察する力を育成し、主権者として総合的、客観的に判断し、

激動変化する社会において、自立的に生きることが出来る力を身につけることめざす。

３ 学習評価(評価規準と評価方法)

観

点
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:資料活用の技能 d:知識・理解

観
点
の
趣
旨

現代社会に生きる一人

の人間として、現実の

政治・経済・国際社会

との関わりを理解し、

より良い社会実現のた

めどのように改革、改

善していくか。国際化

の中での幅広い視点を

持ち日本国民としての

責務を果たそうとす

る。

現在の政治・経済の諸

課題を歴史的視点も踏

まえ政治・経済政策の

変化を国際社会の動向

を踏まえ公正、客観的

な視点で理解し適切に

表現している。

購入した資料集を積

極的に活用すること

はもちろんのこと、有

用な情報を収集し選

択して情報を読み取

り、学習（理論）と現

実社会の実際との乖

離を防ぐようにして

いる。

政治・経済の基本的な

知識の理解を促し現

実社会での政治・経済

の動向に対して客観

的に理解し日本を取

り巻く政治・経済、国

際関係を理解し、その

知識を身につけてい

る。

評
価
方
法

授業板書ノート

ワークプリント

定期考査

授業板書ノート

ワークプリント

定期考査

授業板書ノート

ワークプリント

定期考査

授業板書ノート

ワークプリント

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。



４ 学習の活動（１）

学

期

単
元
名

学習内容

主な評価の観点

単元（題材）の評価規準 評価方法
a b c d

前

期

現
代
の
経
済

（
１
）

第１章経済社会の変容

１．経済活動の意義

2.経済社会の形成と変容

3.グローバル化と現代資本

主義経済

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

a:現代の資本主義経済が

どのような歴史的経過を

経て成立したのかを理解

し、資本主義経済の変遷や

社会主義経済について理

解を深めるため意欲的に

考えようとしている。ま

た、資本主義体制のしくみ

や特徴についても意欲的

に考えようとしている。

b:資本主義経済の変容に

ついて多角的・多面的に考

察し適切に表現し新自由

主義経済についての課題

と矛盾について整理し理

解を深めようとしている。

c:経済思想について資料

集の原典資料を読み取り

活用し現代の日本経済の

現状と課題について資料

を収集し活用している。

d:資本主義経済について

の理論と特徴についての

基本的な知識を身につけ

て現代社会の経済の特質

を理解している。

定期考査

授業板書

ノート

ワークプ

リント

現
代
の
経
済

（２
）

第 2 章．現代経済のしくみ

１．市場機構

２．現代の企業

○

○

○

○

○

○

○

○

a:経済主体間の結びつき

を理解し企業活動とは何

かについて関心が高まっ

ている。また企業の社会的

責任についても追求しよ

うとしている。

b:企業形態の中心である

株式会社の特徴と諸問題

について多角的に考察し

適切に表現している。

c:教科書掲載の図や資料、

資料集を適切に活用して

いる。

d:国民経済を構成してい

る基本的メカニズムにつ

いて理解する一方、企業の

社会的責任を理解してい

る

定期考査

授業板書

ノート

ワークプ

リント



４ 学習の活動（２）

学

期

単
元
名

学習内容

主な評価の観点

単元（題材）の評価規準 評価方法
a b c D

前

期

現
代
の
経
済

（３
）

3.国民所得と経済成長

4．金融のしくみ

5．財政のしくみ

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

a: 市場メカニズムや経済

成長，金融や財政など，現

代経済の基本的なしくみ

や理論について関心が高

まっている。

・経済の理論と現在の経済

の動向との関連について

意欲的に追究しようとし

ている。

b:経済の循環について理

論と実際の動きと対比し

ながら考察している。

・日本の金融や財政の課題

について多面的・多角的に

考察し，適切に表現してい

る。

c: 経済の循環や市場メカ

ニズム，金融や財政のしく

みなど経済のしくみにつ

いて，教科書掲載の図や資

料などを適切に活用して

いる。

・現在の日本経済に関する

さまざまな統計資料を読

み取り，活用している。

d:経済の循環や国民経済

を構成する基本的な知識

を身に付け，市場メカニズ

ムがもつ効率的な資源配

分のしくみや，金融，財政

の基本的な役割ついて理

解している。

定期考査

授業板書

ノート

ワークプ

リント

後

期

現
代
の
経
済

（４
）

第３章現代経済と福祉の

向上

1．戦後復興と経済成長

2.経済の停滞と再生

3.日本の中小企業と農業

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

ａ：戦後日本経済の発展過

程について関心が高まっ

ている。

ｂ：戦後日本経済の変化や

発展過程を主要な指標や

できごとを選択して多面

的・多角的に考察し，日本

経済の進むべき方向につ

いて適切に表現している。

評価基準ｃ、ｄは（３）に

記載

定期考査

授業板書

ノート

ワークプ

リント



４ 学習の活動（３）

学

期

単
元
名

学習内容

主な評価の観点

単元（題材）の評価規準 評価方法
a b c d

後

期

現
代
の
経
済

（５
）

4.国民の暮らし

5.環境保全と公害防止

6.労使関係と労働条件の

改善

7.社会保障の役割

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

（２）の評価基準ａ，ｂの
続き
c:戦後日本経済についてさ
まざまなメディアや文献，
指標などから事象を説明し
ている適切な資料を収集
し，活用している。
d:戦後日本経済の発展過程
についての基本的な知識を
身に付け，変化がどのよう
な背景から生まれたか理解
している。

・現代経済のしくみと特質（４）

の 8 の日本経済の歩みの学
習を踏まえ、現在の日本経
済の現状の 9～15 の（中小
企業、農業、労働、環境、
消費者問題等）各項目につ
いて知識を身につけ理解し
ている。

定期考査

授業板書

ノート

ワークプ

リント

現
代
の
経
済

（６
）

第４章世界経済と日本

1．商品・資本の流れと国

際収支

2．国際経済体制の変化

3．金融のグローバル化と

世界金融危機

4．地域経済統合と新興国

の台頭

5．経済協力と人間開発の

課題

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

ａ：為替や国際収支など国
際経済の理論について関
心が高まっている。
・グローバル化が進む国際
経済において，その動向や
日本の役割について意欲
的に追究しようとしてい
る。
b: 国際経済の動向につい
て諸事象を比較・検討し，
課題解決の方向性につい
て公正に判断している。
・グローバル化のメリット
と課題・問題点について整
理し，適切に表現してい
る。
ｃ：現代の国際経済の動き
や課題に関する資料を収
集することができ，またそ
れらの資料を用いてグロ
ーバル社会における日本
の役割について活用して
いる。
ｄ：貿易や国際収支のしく
みについて知識を身に付
け，赤字や黒字の意味する
ところを理解している。
・戦後の国際経済の動向や
グローバル化，地域統合な
どの動向を理解している。

定期考査

授業板書

ノート

ワークプ

リント



４ 学習の活動（４）

学

期

単
元
名

学習内容

主な評価の観点

単元（題材）の評価規準 評価方法
a b c d

後

期

現
代
社
会
の
諸
課
題

（１
）

①地域社会の変貌と住民

生活

②中小企業の新しい変化

③農業，農村と食料，環境

問題

④雇用と労働をめぐる問題

⑤これからの社会保障の

あり方

＊上記の各項目について学

習活動の（１）、（２）の現代経

済のしくみとの各項目と関連

させ総合的に学習する

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

ａ少子高齢化や社会保障，

雇用・労働問題，中小企業，

農業・食料問題のなどにつ

いて関心が高まっている。

ｂ：日本経済が抱えるさま

ざまな課題について多面

的・多角的に考察してい

る。

・労働や社会保障につい

て，課題とあるべき姿につ

いて適切に表現している。

ｃ：少子高齢化や社会保

障，雇用・労働問題，中小

企業，環境問題や消費者問

題，農業・食料問題などの

日本の現状と課題につい

ての資料を収集し，活用し

ている。

ｄ：日本経済が抱えるさま

ざまな課題について，その

現状や背景，望ましい解決

策の方向性などについて

十分な知識を身に付けて

いる。

授業板書

ノート

ワークプ

リント



４ 学習の活動（５）

後

期

単
元
名

学習内容

主な評価の観点

単元（題材）の評価規準 評価方法
a b c d

現
代
社
会
の
諸
課
題

（２
）

⑥地球環境の保全と経済

成長

⑦原子力と再生可能エネ

ルギー

⑧国際経済格差の是正と

国際協力

⑨人種・民族問題

⑩国際社会における日本

の立場と役割

＊上記の各項目を学習活

動（３）の第４章世界経済

と日本の各項目、

1．商品・資本の流れと国

際収支

2．国際経済体制の変化

3．金融のグローバル化と

世界金融危機

4．地域経済統合と新興国

の台頭

5．経済協力と人間開発の

課題

と関連させ総合的に学習

する

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ ○

○

○

○

○

ａ：現代の世界政治、世界

経済の動向について関心

をもち，その背景を意欲的

に考察しようとしている。

・国際紛争の歴史や現状を

調べ，紛争の要因や紛争を

防ぐために何が必要かを

意欲的に追究しようとし

ている。

ｂ：国際社会のさまざまな

課題について多面的・多角

的に考察している。

・これからの国際社会にお

ける日本の役割について

自分の考えを適切に表現

している。

ｃ：現代の国際政治におけ

る課題や問題ついて，さま

ざまなメディアを利用し

て資料を収集している。

国際連合の課題や国際社

会における日本の役割に

ついて資料を収集し，活用

している。

ｄ：戦争や国際紛争を防ぐ

国際機構や国際法が構築

された経緯を理解し，その

しくみや課題についての

知識を習得している。

・核や難民，地球環境問題，

資源・エネルギー問題など

現実の国際政治の問題に

ついて理解している。

授業板書

ノート

ワークプ

リント

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現

c:技能 d:知識・理解

※ 年間指導計画（例）作成上の留意点

・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。


